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４年生以上の児童を対象に埼玉県学力・学習状況調

査が実施されます。昨年度よりタブレット端末等を活

用した調査（CBT＝Computer Based Testing：タ

ブレット端末等を使用した調査）を県内全域で実施し

ます。１年に１度実施され、お子様の学力が１年間で

どれくらい伸びたのかを確認する大切なテストです。

学校でも子どもたち１人１人が力を発揮できるように

働きかけをしてまいります。 

なお、三郷市では家庭学習の時間を【自分の学年×

１０+１０分】（例：６年生では１日７０分）と提唱し

ております。ご家庭でも、お子様の頑張りを褒め、認

め、自己肯定感を高めていただきますよう、お願いい

たします。また、家庭学習の呼びかけ・見届けをお願

いいたします。 
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自分の心を開き、相手を認め、相手の心に近づく 
 

三郷市立立花小学校長 杉原 賢一  
   

あいさつの話です。表題は、あいさつの意義です。あいさつは、人として欠

かせない所作です。あいさつをしない日はない、と言っても過言ではないでし

ょう。あいさつは、人の心と心をつなぐ所作であることから、学校教育におい

て、あいさつ指導は重要な位置を占めています。故に、本校の年度当初で

ある４月の生活目標は、「目を見て、自分からあいさつします」でした。これま

で飽くことなくあいさつ指導をし続けていますが、始業式でも校長講話の中

で、「初日から元気な挨拶を聞くことができてよかった。」と話しました。ほぼ

毎朝、校門で子供たちとあいさつを交わしていますが、最近は疲れてきたの

か、トーンが下がってきたように感じます。もちろん、各学級であいさつ指導は

継続しますし、５月の全校集会の校長講話では、積極的なあいさつについ

て話します。その中で、「あいさつの○あ は、あかるく、○い は、いつも、○さ は、さ

きに、○つ は、つづける」という話をしますので、以降、子供たちにはぜひ、明る

く、いつも、先に、続けてあいさつをしてくれることでしょう。もちろん相手を見

て、笑顔で挨拶をすることも大事です。  

挨拶の挨は「自分の心を開く」という意味で、拶は「相手の心に近づく」

という意味があります。つまりあいさつとは表題の通り、「自分の心を開き、

相手を認め、相手の心に近づく」ということです。そういうあいさつをできるよ

うに、学校内だけでなく、家庭でも「おはよう」「行ってきます」「いただきま

す」「ごちそうさま」「おやすみなさい」など家族で交わし、地域での見守り活

動をされている方や顔見知りの方に道端で出会ったときには「こんにちは」

「さようなら」などと交わし、あいさつ指導のご協力をしていただけると幸いで

す。 

 

 
立花小学校の「最新情報」は 
HPをご覧ください！ 

＜QRコードはこちら→＞ 

※メール登録もお願いします！ 

 

６月１０日（水） 

ご協力お願いいたします。 

お子様のことで何か相談したいことがあればお

気軽にご相談ください。 

〇日時 以下の日程で５０分程度 

６月２５日（木）、７月２３日（木）、 

９月２４日（木）、１０月２２日（木） 

１１月１９日（木）、１２月１７日（木） 

１月２１日（木）、２月２５日（木） 

３月２５日（木） 

１０時００分から１１時４５分 

 １３時００分から１４時４５分 

〇予約方法  

お電話か連絡帳でお知らせください 

 ※複数名希望者がいる場合は、時間の調整をさ

せていただく場合があります。ご了承ください。 

校長 杉原 賢一 先生おすすめの本 

「空想科学読本 １～30 巻」 

柳田 理科雄 作 角川つばさ文庫 

在籍児童数 令和８年５月１日現在 

みなさんは、科学についての本を読みますか？ 

難しそうだと考える人が多いかもしれません。です

が、この科学読み物は、校長先生が本当に面白いと

思いました。笑えるぐらいです。マンガやアニメを

題材に、現実の世界では…と考え検証する内容です。

例えば、アンパンマンの顔の重さは現実では、とか、

ドラゴンボールのかめはめ波を実現できるのか、と

か、タケコプターで空を飛ぶには、など、空想の世

界のことを科学の力で大真面目に研究し、笑える結

論を出しています。読み終えたら、科学がもっと楽

しく身近に感じるようになるかもしれません。 

 

学習面での活用が一気に
増えたインターネットや
スマートフォン。便利だか
らこそ上手に使うルール
やスキルを今一度ご確認
ください。特に、SNS で
のトラブルが多いようで
す。気軽な言葉が、他人を
傷つけるおそれがあるこ
と、インターネットにあげ
た言葉や写真等は、後から
取消しができないこと等
もお子様に伝え、ご家庭で
のルールを決めていただ
けると有難いです。 


